
数学Ⅱ・Ｂ　第５問

(1)　生徒番号 1 の生徒について，表から　　x=62，　x- x =3.0

　よって　　62- x =3.0　　　　ゆえに　　x =アイ59.ウ0

　また，00 11平均 B =
1

20 00 11合計 A  であるから　　A=59.0%20=エオカキ1180

(2)　変量 x の分散は， 2
0 1-x x  の平均であるから，表より　　クケ77.コ2

(3)　2 つの変量の和の平均は，各変量の平均の和である。

　よって，z=x+y の平均 z  は　　z = x + y =59.0+61.0=サシス120.セ0

　また，変量 z の分散は 2
0 1-z z  の平均である。

　ここで　　 2
0 1-z z = 2

6 7-0 1+x y 0 1+x y = 2
6 7+0 1-x x 0 1-y y

　　　　　　　　　  = 2
0 1-x x + 2

0 1-y y +20x 1- x 0y 1- y

　よって，変量 z の分散は， 2
0 1-x x + 2

0 1-y y +20x 1- x 0y 1- y  の平均，すなわち，

　 2
0 1-x x  の平均， 2

0 1-y y  の平均，20x 1- x 0y 1- y  の平均の和である。

　ここで， 2
0 1-x x  の平均， 2

0 1-y y  の平均はそれぞれ，x，y の分散であり，

　00x 11- x 00y 11- y  の平均は，表から -37.4 である。

　よって　　00 11z の分散 = 66 00 11x の分散 77+00 11y の分散 +2･00 11-37.4

　ゆえに　　00 11z の分散 < 66 00 11x の分散 77+00 11y の分散 　　　　したがって　　
ソ2

(4)　x と y の相関係数 r は，r= 66 7700 11-x x 00 11-y y  の平均

U ･00 11x の分散 00 11y の分散
 で与えられる。

　ここで，00x 11- x 00y 11- y  の平均は -37.4 で負であるから　　r<0

　したがって，相関図 (散布図) の点は右下がりに分布するから，相関図は 2，3 のど

　ちらかである。

　このうち，x の中央値が 57.5，y の中央値が 62.0 のものは　　
タ3

(5)　度数分布表より，P 高校の得点の中央値は 55 ～ 59 の階級にあり，Q 高校の得点の

　中央値は 60 ～ 64 の階級にある。

　よって，中央値は Q 高校の方が大きい。　　　　したがって　　
チ1

(6)　Q 高校の得点の平均値が最小となるのは，すべての値が階級内の最小の値となると

　きであるから　　
1

25 0035･5+40･5+60･10+65･2+70･2+75 11･1

　　　　　　　　=
1

5 007･5+8･5+12･10+13･2+14･2+15 11･1 =ツテ52.ト8

　また，最大となるのは，すべての値が階級内の最大の値となるとき，すなわち，すべ

　ての値が，最小となるときより 4 だけ大きいときである。

　よって，平均も最小となるときより 4 だけ大きくなるから　　52.8+4=ナニ56.ヌ8

　(1) より，P 高校の得点の平均値は 59.0 であるから，平均値は P 高校の方が大きい。

　したがって　　
ネ0

(7)　0：40 点未満の生徒の割合は　　P 高校：
0

20
=0，　　 Q 高校：

5

25
=0.2

　　よって，Q 高校の方が大きい。



　1：54 点以下の生徒の割合は　　　P 高校：
7

20
=0.35，　Q 高校：

10

25
=0.4

　　よって，Q 高校の方が大きい。

　2：65 点以上の生徒の割合は　　　P 高校：
4

20
=0.2，　  Q 高校：

5

25
=0.2

　　よって，等しい。

　3：70 点以上の生徒の割合は　　　P 高校：
3

20
=0.15，　Q 高校：

3

25
=0.12

　　よって，P 高校の方が大きい。

　以上から，誤っているものは　　
ノ2


